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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】6 分間歩行試験(6MWT)は慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の活動性や予後を総合的に評価す
る検査として日常，幅広く用いられている．しかし,COPD 患者の静的呼吸機能がどの程度 6 分間歩
行距離(6MWD)に影響を及ぼしているのかについては殆ど知られていない．そのため，COPD 患者
を対象に 6MWD と静的呼吸機能について検討した． 







体重，Body Mass Index(BMI)が 6MWD と有意な相関関係が認められた．更に 6MWD と有意な相
関が得られたパラメータを対象に後進ステップワイズ回帰分析を施行した．結果，呼吸機能では
IC(r2=0.180, p<0.0001)，DLCO/VA(r2=0.238, p<0.0001)が特に 6MWD と相関していた． 
【結論】COPD 患者において静的呼吸機能，特に IC と DLCO/VA は 6MWD に対して影響を及ぼす
可能性が示唆された． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
6 分間歩行試験(six-minute walk test:6MWT)は慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の活動性や予後を総合
的に評価する検査として、日常幅広く用いられている。しかし COPD 患者の安静時における静的呼
吸機能がどの程度 6分間歩行距離(6MWD)に影響を及ぼしているのかについては殆ど知られていない。
本研究は、COPD 患者を対象に 6MWD と静的呼吸機能の関係について検討したものである。 







項目では患者の年齢、体重、Body Mass Index に 6MWD と有意な相関関係が認められた。更に 6MWD
と有意な相関が得られたパラメータを対象に多変量解析として後進ステップワイズ回帰分析を施行
し、6MWD と強く相関するパラメータの検討を行った。その結果、静的呼吸機能のパラメータでは
IC(r2=0.180、P<0.001)と DLCO/VA(r2=0.238、P<0.001)が特に 6MWD と相関していた。静的呼吸機能
以外では患者の年齢が 6MWD と相関関係が認められた(r2=0.173、P<0.001)。 
以上のことより COPD 患者において静的呼吸機能、特に IC と DLCO/VA は 6MWD に対して影響
を及ぼす可能性が示唆された。 
本論文は、COPD 患者において静的呼吸機能が 6MWD に及ぼす影響を検討し、6MWT に代表され
る亜最大負荷の運動負荷時に認められる COPD の運動制限の病態解明の確立に貢献すると考えられ
る。従って本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
